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 コンクリート躯体中に定着されたＥＫＦＬ高ナット１本当たりの許容せん断荷重は、日本建築学会各種合成構造設計指
針のアンカーボルトの設計を参考とし、次の式で算定される。 

 

(1) Qａ1 ＝ φ1・sσqa・scＡb ※ボルトの許容せん断荷重(N) 
(2) Qａ2 ＝ φ1・cσqa・scＡi ※定着したコンクリート躯体の支圧強度によるインサート許容せん断荷重(N) 
(3) Qａ3 ＝ φ1・cσt・Ａqc ※定着したコンクリート躯体のコーン状破壊によるインサート許容せん断荷重(N) 
    Q ＝ Min(Qａ1 , Qａ2 , Qａ3) ※上記のうち、最小の計算値を許容せん断荷重とする 

 
φ１ ： 低減係数（長期荷重用 1/3 短期荷重用 (1)式→1/2 (2)式→2/3） 

 

sσqa ： ボルト(SS400 相当)のせん断強度 sσqa = sσy / √3 とする 

sσy ： ボルト(SS400 相当)の規格降伏点強度 sσy = 235(N/mm
2) 

scＡb ： ボルトのネジ部有効断面積(mm2) 
 

Cσqa ： コンクリートの支圧強度 Cσqa = 0.5√(Fc・Ec) = 427.8(N/mm2) で計算する 
Fc  ： コンクリートの設計基準強度 Fc = 30(N/mm2)で計算する 
Ec  ： コンクリートのヤング係数 Ec = 2.44×104(N/mm2)で計算する 

scＡi ： インサートの材料断面積(mm2) 
 

Cσt ： コーン状破壊に対するコンクリートの引張強度 Cσt = 0.31√Fc = 1.7(N/mm2) で計算する 
Aqc ： コンクリートのコーン状破壊面(せん断力方向の側面)の有効水平投影面積(mm2) （※下図参照） 

 
 
 
１．許容せん断荷重の計算 
 
（１）ボルト許容せん断荷重の計算 

Ｍ２２ボルトのネジ部有効断面積 scＡb = 303(mm
2) 

長期荷重時 Qa1 = 1/3 * (235 / √3) * 303 =  13704(N) ≒  13.7(kN)(※ 1398kgf) 
短期荷重時 Qa1 = 1/2 * (235 / √3) * 303 =  20556(N) ≒  20.6(kN)(※ 2102kgf) 

 
（２）コンクリート支圧強度によるインサート許容せん断荷重の計算 

インサートの材料Ｄ３５断面積   scＡi = 956.6(mm
2) 

長期荷重時 Qa2 = 1/3 * 427.8 * 956.6     = 136411(N) ≒ 136.4(kN)(※13918kgf) 
短期荷重時 Qa2 = 2/3 * 427.8 * 956.6     = 272822(N) ≒ 272.8(kN)(※27837kgf) 

 
Q = Min(Qa1,Qa2)より許容せん断荷重は、長期荷重時 13.7(kN)、短期荷重時 20.6(kN)とする。 

 
 
 
２．せん断力方向側面のコーン状破壊を考慮したへりあき寸法の計算 

 
へりあき寸法を c(mm)とする。(3)式より Qa3 = 1/3 * 1.7 * (0.5 * 3.14 * c2) > 13704(N)となる c を計算すると、c > 125(mm)とな
る。指針では、へりあき寸法を材料径の３倍以上としているが、異形鉄筋 D35 の公称直径は 34.9mm で、34.9 * 3 = 104.7 < 125
となり、条件を満たしている。 
 

 
 
 

Aqc = 0.5π ｃ2 


